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水コン協 AWSCJ【令和２年度版】 

雨水管理総合計画策定に向けたご提案      
－ きめ細やかな浸水対策を計画的に進めるために  － 

はじめに 
 近年の雨の降り方の局地化・集中化・激甚化や都市化の進展等に伴い、多発する浸水被害への対応を図るため、

平成27年5 月に下水道法を含む「水防法等の一部を改正する法律」が公布され、ソフト・ハードの両面から水害対

策を強化する制度改正が行われました。これを踏まえ、国土交通省では平成28年に「雨水管理総合計画策定ガイド

ライン(案)」を策定、平成 29 年に増補改訂しました。 

 水コン協では、ガイドライン(案)に準じて雨水管理計画を策定する際の実務者向けの解説書として「下水道雨水

管理総合計画策定マニュアル」を取りまとめ、きめ細やかな浸水対策を計画的に進めるための雨水管理総合計画の

策定を支援していきます。 

１．雨水管理総合計画策定の背景と目的  

従来の浸水対策では、汚水区域と概ね同一の区域において、全域に一律の目標水準を設定しつつ、浸水被害が生

じた地域における事後対応を中心として整備してきた事例がほとんどでした。しかし、近年では「再度災害防

止」、「事前防災・減災」、「選択と集中」等の観点から、浸水リスクを評価し、優先度の高い地域を中心に計画

的な浸水対策を実施することが求められています。また、これまで流域の水質保全に資するために汚水整備を優先

してきた地域では、現在も雨水の未整備地区が多く残っている地域があります。こうした背景から、雨水管理総合

計画では、汚水区域とは異なる雨水区域を、下水道による浸水対策を実施すべき区域として明確化すること、雨水

計画区域内の地域

（ブロック）ごと

に浸水リスク等に

応じたきめ細やか

な目標を設定する

こと、投資可能額

等を考慮しつつ、

現 在・中 期・長 期

の時間軸を持った

対策方針を定める

ことを目的として

います。 

  
図-1. 雨水管理総合計画による雨水管理のイメージ 

2．雨水管理総合計画で定める主な事項  

雨水管理総合計画では主に、「どこを」、「どの程

度」、「いつまでに」対策していくかを定めます。 

具体的には、下水道計画区域として重点対策地区や一

般地区などの浸水対策を実施すべき区域、計画で対象と

する降雨や対策の目標、対策の見通しとして計画期間や

段階的な対策の方針などを定めます。計画策定にあたっ

ては、地域に応じた整備水準や重要度、優先度を定める

ために、どの程度の降雨でどのような浸水が起こるか、

またその浸水による被害の規模を想定する「浸水リスク

の評価」が必要です。さらに、浸水リスクの評価に基づ

き定めた方針を踏まえ、事業の実施に向けた具体的な対

策計画として、段階的対策計画（時系列を考慮した全体

計画 ）を定めます。 

また、計画の進捗管理や、今後の気候変動に起因して

懸念される浸水リスクの変化等に対応するため、計画の

点検や、必要に応じて見直しを行うことも重要です。 

出典：雨水管理総合計画策定ガイドライン(案) 

図-2. 雨水管理総合計画の検討フロー 

出典：雨水管理総合計画策定ガイドライン(案) 



５．雨水管理総合計画策定後の展開 

降雨の局地化・集中化・激甚

化や、多発する浸水被害への対

応を図るため、浸水対策に係る

国の事業制度も充実化が図られ

てきています。雨水管理総合計

画の策定により、浸水リスクを

把握して地域の状況に応じた対

策を具体化することで、従来の

整備手法だけでなく、下水道浸

水被害軽減総合事業や、特定地

域都市浸水被害対策事業など、

各種事業制度を活用した効率的

な対策を実施することができま

す。今後も、浸水対策は、より多種多様な対策を用いて、効率的に浸水被害を低減していくことになります。水コ

ン協においても新たな知見を蓄積し、浸水被害の軽減に向けた有益なご提案により、雨水管理全般をサポートいた

します。 
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豊かな地域 水のあるくらし － 私たちの原点です 

3．雨水管理総合計画の位置づけ 

雨水管理総合計画は、雨水版の基本構想（雨

水管理方針）と時系列を考慮した全体計画（段

階的対策計画）で構成されています。通常の下

水道整備では、雨水管理総合計画に基づき、事

業計画を策定したうえで事業を進めることとな

ります。 

下水道浸水被害軽減総合事業等を活用する場

合においても、計画策定にあたっては、雨水管

理総合計画で定めた内容を踏まえることとなり

ます。 

４．浸水リスクの評価 

浸水リスクを把握することで、ハード対策だ

けでなく、ソフト対策や住民等との連携等、対

策方法が具体化できます。 

浸水リスクの評価手法には、流出解析モデル

による浸水シミュレーション、地形情報（標高

データ）による簡易シミュレーションおよび浸

水実績を活用した内水浸水想定手法等がありま

す。 

浸水の要因や対策方針を検討する上では管路

網を考慮した流出解析モデルによる浸水シミュ

レーションが望ましいのですが、対象区域が広

範囲にわたる場合は多大な費用と期間を要する

ことになります。このため、浸水リスク評価においては、簡易シミュレーションの活用も考えられます。 

重点対策地区など早期に事業を実施する区域については、詳細な評価が必要になることも想定されるので、流出

解析モデルによる浸水シミュレーションを用いた内水浸水想定区域図（または内水ハザードマップ）の作成を検討

している事業体では、雨水管理総合計画に先立って（あるいは並行して）内水浸水想定区域図を作成することで、

効率的に検討を進められます。 

図-3. 雨水管理総合計画の位置づけ 

図-４. 下水道による浸水対策に関する事業制度 
出典：国土交通省資料より作成 

出典：雨水管理総合計画策定ガイドライン(案) 

既存施設を活用した整備や止水板等の整備
（下水道浸水被害軽減総合事業…効率的雨水管理支援型）

各戸貯留浸透施設等の整備
（新世代下水道整備事業）

交付対象管渠の整備
（通常の下水道事業）

浸水被害対策区域における民間の雨水貯留施設等の整備
（特定地域都市浸水被害対策事業）

再度災害防止等の観点から浸水安全度を早急に高める
（下水道浸水被害軽減総合事業…下水道浸水被害軽減型）

河川とのネットワーク管の整備
（下水道浸水被害軽減総合事業

…効率的雨水管理支援型）


